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１．はじめに

ブッポウソウという野鳥は、東南アジアと日本を季節により渡りを繰り返しているものもいる。ブッポウ

ソウが日本に飛来する目的は、もっぱら繁殖のためである。しかし、巣穴となる大木等が減少し、渡りを行

うブッポウソウは非常に減少しているのが実情である。実際、環境省のレッドデータブックでも、絶滅危倶
種II類に分類されている。

日本野鳥の会岡山県支部では、１０年以上前より現在の岡山県吉備中央町において、巣箱を電柱等に設置

することにより、ブッポウソウの繁殖、飛来を増加させて来ている。さらに、巣箱内にピデオカメラを設置

し、ブッポウソウの育巣も観察している。しかし、非常に大量の動画像から、ブッポウソウの生活誌（抱卵、

抱雛、巣立ち、等）を解明する研究は、人的資源やサポートシステムの不備などにより、殆ど進んでいない。

我々は、大量の動画像から、ブッポウソウの生活誌を解明する為に必要となるサポートシステムを開発す

ることを目標としている。今回、サポートシステムの基本部分の試作について報告する。

２．撮影環境

２－１撮影機材

図１に、屋外で撮影さされたブッポウソウと、日本野鳥の会岡山県支部が作成した巣箱の外観を示す。撮
影は、巣箱上方にカメラを設置し、市販のＶＴＲで動画として撮影を行った。
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図１プッポウソウ、巣箱
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２－２撮影スケジュール

撮影目的は、ブツポウソウの繁殖の観察である。その為、営巣時期の５月頃－７月頃迄の３ヶ月間日中の

９－１５時間（ビデオテープ、ＶＴＲの関係で、撮影年度で異なる）にわたって撮影が行われた。

２－３撮影データ

図２に、１年分のデータを示す。ＶＴＲ７６本にも及び、当然見るだけでも非常に多くの時間がかかって

しまう。現在、当研究室では、２年分のデータを日本野鳥の会岡山県支部より借出している。

図２撮影データ

保管の問題もあり、早急なバックアップの作成や、データベースへの投入を行う必要がある。それらの手

法や実現性について、日本野鳥の会岡山県支部との打ち合わせ中の懸案事項となっている。

３．ブッポウソウ生活誌

３－１生活誌の諸要素

生活誌とは、観察対象の生活状況の時系列データとも言える。ブッポウソウの抱卵、抱雛関係における生

活誌を検討すると、まず繁殖日程があげられる。繁殖日程としては、１：営巣場所選定時期、２：産卵時期、

３：孵化時期、４：巣立ち時期がある。さらに、１－４の時期と重なり合うように、２３：抱卵・抱雛時期、

２４：給餌時期がある。以上６項目を、日本野鳥の会岡山県支部では計測している。

さらに巣箱内の動画という点を考慮に入れた生活誌を表す項目として、日本野鳥の会岡山県支部では次の

４項目を計測している。Ａ：抱卵時間、Ｂ：給餌回数、Ｃ：卵の個数、Ｄ：ひな鳥の数
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３－２巣箱出入り

図３にＶＴＲより生成した静止画を示す。３－１の生活誌の諸要素中の項目Ｂ：給餌回数を計測する目的で
巣箱の出入りを検出することにする。

図３の２枚の画像を見れば分かるように、巣箱の入り口を親鳥が塞ぐことになるので、画像の明るさ（明度）
を計測すれば、親鳥の出入りを計測することが可能になると思われる。

図３抱卵画像（左）、出入り画像（右）

４．鳥類動画分析システム

４－１分析対象

ブッポウソウの営巣の動画は、ＶＴＲで撮影されている。そのままでは、コンピュータでの解析に不向き
であるので、まずはコンピュータへ動画として取り込んでおく。ただし、１年分の撮影時間は最低限でも９

時間／日＊９０日＝８１０時間と試算出来るが、単純にフルサイズの動画像として取り込んでいくと非常に
大量のコンピュータリソース（ディスク容量や、処理の為のＣＰＵパワー等）を必要とする。

そこで、試作段階として、まずは静止画で解析が可能な、巣箱の出入り回数を求めるシステムを、検討し
た。画像サイズとしては、最低限度として横３２０ドット、縦２４０ドット（ＱＶＧＡ）とし、時間方向の
分解能としては、毎秒１フレームのデータで行っても十分であることを確認した。

４－２巣箱出入り検出

３－２で述べたように、画像の明るさ（明度）を計算し図４のグラフを求めた。

平均明度
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図４は、画像全体の明度平均値（実線）と、画像左半分の明度平均値（点線）をグラフとして示している。

画像左半分は巣箱の出入り口であり、その他の部分の影響があるかどうかを検討する為に、計測を行ってみ

た。グラフ中に示される折れ線の傾向は、ほぼ同じであった。

サンプルとして使用した動画像は、経過時間は１０秒間で３０フレーム／秒、画像サイズはＱＶＧＡとし

た。なお、時間方向の分解能は、詳細に解析を行う為に、最高解像度の物を用いた。実際の、サポートシス

テムにおいては、時間軸方向の解像度はコンピュータリソースと解析精度のどちらを重視するかにより、選

択可能とするのが良いのではないかと思われる。

動画像の内容としては、表１の様に３つの部分に分けることが出来る。

表１プッポウソウ親鳥の行動

ブッポウソウ親鳥の行動時間（フレーム）

開始一３秒（１－９６）巣箱に居ない。

3秒一５秒（９７－１５６）

５秒－１０秒（１５７－３０１）

巣箱に入ってくる。

巣箱内に居る。

表１とグラフとの対応関係は明らかである部分が多いが、以下の２点はグラフからだけでは読み取ることが

できない。－つ目としては、１１０－１２０フレームあたりの明度の高いデータは、ブッポウソウ親鳥が出

入り口でうろうろしている為である。二つ目としては、１５２－１５３フレームの当グラフでの最高明度デ

ータは、ブッポウソウ親鳥に出入り口より入射した日光が、反射している為である。

５．結護

非常に大量のブッポウソウの巣箱内動画像を死蔵するのではなく、まだまだ不明な部分の多いブッポウソ

ウの生活誌を解明する研究の為の、補助システムを作成する研究を行っている。現在は、巣箱出入りを検出

することに成功した。

これから、ブッポウソウ親鳥が巣箱に居るかどうかの判定や、卵、ひな鳥の個数、個体識別のための特徴

量を検討し、ブッポウソウの生活誌を研究する為の補助システムを作成していく予定である。
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